
Keyword

本研究は、目に見えないウルトラナノバブル（UFB）のチカラ
で、化学薬品を使わずに環境にやさしい新しい洗浄・殺菌方
法を確立することを目的とした。
汚れた透析装置の配管を酸素ウルトラファインバブル水、及

びオゾンウルトラファインバブル水で洗浄した。１時間洗浄後、
コロニー菌が観測されなかった。

ファインバブル技術の医療分野への応用

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

SiC系セラミックスの高温酸化性に関する評価の研究
蛍光シリカナノ粒子の調整に関する研究

その他の研究テーマ

●透析病院では毎日透析装置
や配管などを医薬品（消毒剤）
を使用し、洗浄・殺菌している。

ウルトラファインバブル、オゾンウ
ルトラファインバブルの洗浄・殺
菌効果が得られた。

ファインバブル技術は医療現場
（人工透析装置配管の洗浄）に
応用できるのかを検証した。

●化学薬品を使わず、環境に優
しい洗浄・滅菌方法があるの
か？
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ファインバブル技術
●酸素・オゾンファインバブル水の洗浄・滅菌が可能です。
●ファイバブル技術で、透析装置配管の洗浄・殺菌効果があります。

Point

　我が国の透析患者数は現在32万人を超えている。

透析治療後の透析装置配管は毎日洗浄・滅菌処理が

必要となる。現在、次亜塩素酸ナトリウムなど薬品を

利用し配管の洗浄・滅菌処理を行っている。しかし、

これらの薬品は残留性、排水処理汚染など環境問題

がある。

　ファインバブルは水溶液中に100μm以下の微細気泡を指す。水中に滞留時間が長く、溶解性も優れる。気泡の組成

（ガスの種類）や濃度によってその作用なども様々あるため、現在では工業分野、農業分野、水産分野、日常生活に応

用されている。我々はファイバブル技術に着目し、この技術を化学薬品滅菌の代替ものとしての可能性を検証した。

将来、次亜塩素酸ナトリウ
ムなど薬品を使わず、透
析装置配管や他の医療機
器の洗浄・殺菌に期待し
ている。

研究結果を確立し、さらに
実用化に向け、検証実験
を行う。

ファインバブルの生成プロセス

水道水 酸素UFB水 オゾンUFB水

Keyword

MALDI-TOF-MS（マトリックス支援レーザー脱離イオン化
飛行時間型質量分析計）を用いた菌種同定は、従来の遺伝
子解析などの方法に比べ、低コストで、かつ迅速性が高く、解
析に高い専門性を必要としない、期待の同定方法である。し
かしながら，本技術は臨床分野を中心に発展してきた技術で
あり，食品分野へ応用するためには食品用に新たに菌種の
データベースの拡充が必要である。九州産業大学を中心に流

通、食品会社10数社でコンソーシアムを結成し、データベース
の拡充を精力的に行っている。また、真菌のデータが特に少な
いことから、真菌のデータ取得の方法の最適化を含め検討中
である。更に、情報科学部成先生と共同でAI技術を用いて
MALDI-TOF-MSによる高精度な菌株識別法の確立を行って
いる。

MALDI-TOF-MSを用いた食品関連
微生物の迅速同定システムの確立

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

チルド食品の微生物制御法の確立
芽胞形成細菌の制御研究

その他の研究テーマ

●微生物トラブル時に消費者に
迅速な情報提供をしたい
●微生物トラブル時に迅速な原
因究明を行いたい

・汚染菌の情報提供による消費
者の信頼感醸成
・適切な対応による被害の最少
化

・工場内・原料の問題点の迅速
な洗い出し
・CCP（重要管理点）の設定根
拠の迅速な決定

●原料・環境の菌数だけでなく
質的な微生物評価を行いたい
●HACCP制度化に対応した
HACCPプランの理論的構築
を行いたい
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迅速菌種同定技術
菌株識別技術

●食品の安全・安心の確保が安価に最新のアプローチでできます。
●食品汚染事故を未然に防ぐことが可能です。

Point

攻めの食品事故予防・対策クレーム時の対応力強化

食品汚染事故の迅速原因究明

食中毒菌の迅速評価

環境管理の質向上

定期的な拭き取り検査等の環境検査が行われている

食品事故予防・対
策に予測微生物
学の応用が可能

量的（菌数）だけで
なく、質的な環境評
価が可能
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